
JP 2011-95627 A5 2012.5.17

10

20

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成24年5月17日(2012.5.17)

【公開番号】特開2011-95627(P2011-95627A)
【公開日】平成23年5月12日(2011.5.12)
【年通号数】公開・登録公報2011-019
【出願番号】特願2009-251370(P2009-251370)
【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｂ   3/00     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ  27/18     (2006.01)
   Ｂ４１Ｊ   2/44     (2006.01)
   Ｂ４１Ｊ   2/45     (2006.01)
   Ｂ４１Ｊ   2/455    (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   1/028    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｂ   3/00    　　　Ａ
   Ｇ０２Ｂ  27/18    　　　Ａ
   Ｂ４１Ｊ   3/21    　　　Ｌ
   Ｈ０４Ｎ   1/028   　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成24年3月28日(2012.3.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１３】
　物体の倒立像を中間像面上に中間像として形成する第１のレンズと該第１のレンズが形
成した中間像の倒立像を結像面上に形成する第２のレンズとからなるレンズ対が、該レン
ズ対の光軸と直交する方向へ略直線に複数配列されたレンズアレイを有し、
　前記第１のレンズの第１主平面と物体面との距離をＳＯ１、前記第１のレンズの第２主
平面と前記中間像面との距離をＳＩ１、前記第２のレンズの第１主平面と前記中間像面と
の距離をＳＯ２、前記第２のレンズの第２主平面と前記結像面との距離をＳＩ２としたと
き、距離ＳＯ１の距離ＳＩ１に対する比が、距離ＳＩ２の距離ＳＯ２に対する比に略等し
く、前記第１のレンズと前記物体面との間隔が、前記第２のレンズと前記結像面との間隔
と異なるように形成されているレンズユニットを用いたＬＥＤヘッド。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１４】
　物体の倒立像を中間像面上に中間像として形成する第１のレンズと該第１のレンズが形
成した中間像の倒立像を結像面上に形成する第２のレンズとからなるレンズ対が、該レン
ズ対の光軸と直交する方向へ略直線に複数配列されたレンズアレイを有し、
　前記第１のレンズの第１主平面と物体面との距離をＳＯ１、前記第１のレンズの第２主
平面と前記中間像面との距離をＳＩ１、前記第２のレンズの第１主平面と前記中間像面と
の距離をＳＯ２、前記第２のレンズの第２主平面と前記結像面との距離をＳＩ２としたと
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き、距離ＳＯ１の距離ＳＩ１に対する比が、距離ＳＩ２の距離ＳＯ２に対する比に略等し
く、前記第１のレンズと前記物体面との間隔が、前記第２のレンズと前記結像面との間隔
と異なるように形成されているレンズユニットを用いた露光装置。
【手続補正３】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１５】
　物体の倒立像を中間像面上に中間像として形成する第１のレンズと該第１のレンズが形
成した中間像の倒立像を結像面上に形成する第２のレンズとからなるレンズ対が、該レン
ズ対の光軸と直交する方向へ略直線に複数配列されたレンズアレイを有し、
　前記第１のレンズの第１主平面と物体面との距離をＳＯ１、前記第１のレンズの第２主
平面と前記中間像面との距離をＳＩ１、前記第２のレンズの第１主平面と前記中間像面と
の距離をＳＯ２、前記第２のレンズの第２主平面と前記結像面との距離をＳＩ２としたと
き、距離ＳＯ１の距離ＳＩ１に対する比が、距離ＳＩ２の距離ＳＯ２に対する比に略等し
く、前記第１のレンズと前記物体面との間隔が、前記第２のレンズと前記結像面との間隔
と異なるように形成されているレンズユニットを用いた画像形成装置。
【手続補正４】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１７】
　物体の倒立像を中間像面上に中間像として形成する第１のレンズと該第１のレンズが形
成した中間像の倒立像を結像面上に形成する第２のレンズとからなるレンズ対が、該レン
ズ対の光軸と直交する方向へ略直線に複数配列されたレンズアレイを有し、
　前記第１のレンズの第１主平面と物体面との距離をＳＯ１、前記第１のレンズの第２主
平面と前記中間像面との距離をＳＩ１、前記第２のレンズの第１主平面と前記中間像面と
の距離をＳＯ２、前記第２のレンズの第２主平面と前記結像面との距離をＳＩ２としたと
き、距離ＳＯ１の距離ＳＩ１に対する比が、距離ＳＩ２の距離ＳＯ２に対する比に略等し
く、前記第１のレンズと前記物体面との間隔が、前記第２のレンズと前記結像面との間隔
と異なるように形成されているレンズユニットを用いた読取装置。
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